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１．研究計画の概要 
 中国では１０世紀から１４世紀にかけて、
北方民族である遼、金、元が漢族の地に侵攻
し、部分的あるいは中華の全域を支配した。
いずれも本拠地から漢の版図に入りこんで
統治したにもかかわらず、都城や宮殿および
庭園の造営に関しては、漢族の模倣であると
するにとどまっている。ところが、本研究に
先立って、元の宮殿や庭園について資料を整
理してみると、たんなる漢の模倣ではなく、
漢族の地に来る以前からモンゴルが持って
いた、空間に対する観念が作用して造営した
らしいことがわかってきた。本研究では、元
に先行する遼代、金代を取り上げて、征服王
朝の造った空間を解明しようとするもので
ある。 
 
２．研究の進捗状況 
 遼代と金代の造営に関する資料の収集を
行い、順調に検討を重ねてきている。検討を
進めるなかで、以下の二点が判明してきた。 
(1)第一に、征服王朝と一括されることが多い
遼、金、元は、その空間の造り方について各々
独自性を持つようであるが、遼、金に関する
資料は、元についての理解を前提にしないと
解読できない場合が多いらしいことである。
したがって、元について収集ずみの資料を再
検討し、また更に新たな資料も収集・検討す
る必要が生じた。こうして、遼、金が造営し
た空間に加えて、元の空間も再検討し、考察
を試みている。 
(2)第二に、通説では漢族を模倣したとされる
が、そもそも漢族の建築空間がいかなるもの
か、について、研究がほぼ行われていないと
いうことである。北方民族の空間が、いかに

漢化したかを解明するためには、北方民族と
ともに漢族の空間について考察をしなけれ
ばならない。ところが、漢族の宮殿がそもそ
もまだよく研究されていないことがわかっ
てきた。そこで、宮殿のうちでも最も重要な
正殿に着目して比較を行うという方針をた
てた。問題の本質に肉薄する適切な手段と考
えたからである。こうして、正殿に限っては、
北方民族だけでなく、漢族の資料を集め始め
ている。本研究遂行者は本研究を単なる征服
王朝の研究に終わらせず、漢族をも含んだ東
アジアの建築研究の一環をなすべきものと
考えている。したがって、正殿の研究は本研
究の次に行うべき発展的研究と位置づけ、現
在は、それに向けての準備段階と考えている。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
ある意味では、計画以上に進んでいる部分

もある。なぜなら、次に述べる二つの事によ
る。 
(1)第一に、当初はもう少し時間がかかるであ
ろうと思われた基本的なデータの収集がほ
ぼ終了し、現在は、資料の検討段階に入って
いるからである。本研究以前に行っていた、
元の造営に関する資料についても、本研究で
得られた資料から、新たな角度での再検討を
行うことができ、その成果として、論文３本
を発表し、さらに１本は投稿予定である。 
(2)第二に、本研究を進める上で、正殿につい
て重点的に研究すべき事が判明したことで
ある。なぜなら、漢化されたと言われる北方
民族であるが、宮殿のうちでも正殿を漢族の
それと比較するによって、本質的な違いをお



りよく理解することができそうだからであ
る。漢族の正殿についての研究は、本研究の
発展的研究となるはずであるから、それにス
ムースに移行すべく、北方民族以外に漢民族
の正殿についても予備的に資料の収集と検
討を開始した。その初歩的な成果として、シ
ンポジウムにて唐代の太極殿に関する発表
を二度を行った。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本研究で培った方法、すなわち考古資料や

絵画資料とともに漢文史料を集めて読解す
る、という方法を今後も駆使して、征服王朝
だけでなく漢族の空間についても研究を推
進する。なぜ漢族も含めるかと言うと、本研
究は、東アジアの建築空間を研究する一環で
あるべきと考えるからである。その最初のス
テップとして、すでに正殿を取り上げており、
できれば今後は、正殿以外の宮殿や庭園につ
いても、征服王朝と漢族の双方の資料を収集
し分析していく。 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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